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建築の診断・予防的治療法

1. はじめに

孤風院とは、 熊本大学工学部の前身である熊本高等

工業学校の講堂として、 明治4 1年に落成した、 熊本

に残る明治期の本格的木造洋風建造物の代表的存在で

ある。 本学教授で、あった木島安史氏が阿蘇に移築し、

現在は木島家の所有物となっている。

また木島千嘉さんらご家族の好意で、 建築を学ぶ学

生の教材
－

・学習の場として提供されており、 近年は孤

風院にて学生や教員や専門家と協働して新しい保存・

継承のかたちを考えている。 これまでも庭の倉庫、 音

楽のための家具、 孤風院の窓の外の足湯、 照明器具等

を実作したり壁の補修仕上げ工事を行い、 昨年は足湯

のメンテナンス、 孤風院の東側回廊天井部の補修仕上

げを行ニった。

孤風院のタト観

2. 目的

このプ口 、ジェク卜は、 人間と同様に建築の高齢化が

進む現代社会（取り壊し、 新しいものを生み出すこと

にばかり価値を見出しがちである現状）において、 有

効な保存改修システムを模索し、 試行することを目的

とし、 そのケーススタディとして位置づけている。

今年度の活動では建物に発生した問題を発見して解

決するまでの工程を、 医者が患者を診断・治療する工

程にたとえ、 建物のどこがどのように悪いのかを診断

してどのように治療するのか処方筆を書き、 治療・予

防を行う。 ただ壊れたから直すのではなく、 問題とな

る部分をよく観察して原因を考察し、 適切な処置を施

す力を養うことを目的とする。
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3. 活動概要

今回の孤風院の診断で、 西側回廊に雨漏りの痕、 外

壁の下部や土台の腐食が見っかり、 この2か所の治療

を今年度活動とする。 作業場所は孤風院、 ものクリ工

房、 熊大工学部1号館5F製図室で、 大工さんや左官

職人さんの指導のもと作業を行った。

3-1.天井作業

西側回廊の雨漏りは瓦の破損が原因であった。 屋根

の補修は大工さんによって行われ、 天井の補修を今回

の活動で、手掛けた。 天井｜この仕上げは左官職人さんの指

導のもと、 漆II食で仕上げた。 作業の手順は下に記す。

プラスター ボー ド張り替え

竿を外して張ってあったプラスター ボー ドを剥がし、

固定してあったどスをとる。

下地に竿の目印をつける。

新しいプラスター ボー ドを目印に合わせて切断し、

目地になる部分に面取りをする。

加工したプラスター ボー ド
、

を下地に打ちつけ、 天井

裏から下地を抑えて平らにする。

竿を取り付ける。

点検口の取り村け

下地に合わせて点検口用の穴を空ける。

穴に合わせて木枠を作製する。

木枠を取り付ける。

漆喰仕上げ

a.補強

目地に材料を詰める。 材料にはふるいにかけたカー

ボンコ ー トを水で1来ったものを用いる。

グラスファイパーを貼る。

b.下塗り

養生を行う。 養生テープを貼る際の目安は0.5mm。

材料を塗る。 材料にはカクハン機で混練したカー ボ

ンコ ー トを用いる。

養生テープを剥がす。

C. 中塗り

養生を行う。

漆喰を塗る。








